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※法要当日は境内地にてお焚き上げ供養をします。古いお守りやお札をお持ち下さい（金属、プラスティック、生もの等不可）    仏事についてのご質問や、ご不明な点、いつでもお問い合わせください。（011）641-8904  ◇ご投稿・ご意見何でもお問い合わせください！  Eメール yakuou@triton.ocn.ne.jp
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令和７年（2025年）年次行事 令和7年（2025年）年忌表

大般若祈祷会大般若祈祷会

日

日

日

日

　

日

日

日

日

日

日

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

（水・祝）

（火・祝）

（火）

（木・祝）

（日）

（金）

（水）

（火・祝）

（金）

（月）

（水）

●厄払い●厄払い ●星まつり●星まつり●所願成就●所願成就

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
七
年
の
幕
開
け
で
す
。
皆
様
は

健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
さ
れ
た
と
存
じ
上
げ
ま

す
。
本
来
な
ら
今
年
の
夢
や
抱
負
と
な
る
の
で
す

が
、
頭
を
巡
る
の
は
昨
年
元
旦
の
能
登
半
島
大
地

震
、
重
ね
て
大
雨
洪
水
で
も
多
く
の
方
々
が
犠
牲

に
遭
わ
れ
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
衷

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
、
速
や
か
に
被
災
地

に
日
常
が
取
り
戻
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
去
年
は
、
五
十
年
に一度
の
大
行
事
、
大

本
山
総
持
寺
御
開
山
「
太
祖
瑩
山
禅
師
」
七
百

回
大
遠
忌
御
正
當
の
年
で
し
た
、
厳
粛
の
中
に
大

円
成
出
来
ま
し
た
事
、
私
事
な
が
ら
北
海
道
代

表
と
し
て
大
禅
師
猊
下
の
命
を
受
け
秋
の
大
導
師

と
し
て
お
勤
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
檀

信
徒
の
皆
様
の
支
え
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
　
大
乗
院
で
は
、
元
旦
の
早
朝
に
お
守
り
や
縁
起

物
、
五
色
米
な
ど
を
求
め
、
お
墓
参
り
に
お
越
し

に
な
ら
れ
る
方
が
何
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
昨
年一年
を
、
今
ま
で
の
人
生
を
無
事
に
過
ご

せ
た
こ
と
を
、
亡
き
方
や
御
先
祖
様
に
感
謝
し
、

そ
れ
か
ら
家
に
帰
って
「
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
を
言
う
の
だ
そ
う
で
す
。
お
正
月

だ
か
ら
こ
そ
特
別
に
御
先
祖
様
に
感
謝
す
る
の
も

良
い
で
す
ね
。

　
さ
て
、昨
年
お
金
に
纏
わ
る
話
題
が
何
と
多
か
っ

た
こ
と
か
。
増
税
、
株
価
過
去
最
高
、
高
額
宝

く
じ
、
裏
金
問
題
・
・
・一年
を
象
徴
す
る
文
字

が
「
金
」。
欲
望
に
満
ち
た
社
会
の
末
は
、
歴
史

が
証
明
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、一体
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
明
る

く
あ
り
た
い
と
祈
り
ま
す
。

　
仏
教
は
、
悲
惨
な
社
会
を
避
け
る
た
め
に
和
を

説
い
て
き
ま
し
た
。
お
釈
迦
様
は
、
心
に
究
極
の

四
文
字
を
判
断
基
準
と
し
て
留
め
る
よ
う
諭
し

て
い
ま
す
。
こ
の
四
文
字
に
拘
る
と
社
会
す
ら
変

わ
って
い
く
と
も
。

　
心
の
安
寧
と
幸
福
な
生
活
の
根
源
を
支
え
る

四
原
理
と
云
わ
れ
る
「
慈
」「
悲
」「
喜
」「
捨
」

の
四
文
字
。

「
慈
」
と
は

他
者
の
幸
せ
の
た
め
に
利
他
の
行
為
を
大
切
に

す
る
心

「
悲
」
と
は

他
者
の
苦
悩
や
苦
難
に
共
感
す
る
心

「
喜
」
と
は

他
者
の
幸
福
を
自
分
の
喜
び
と
捉
え
る
心

そ
し
て
「
捨
」
と
は

全
て
の
人
間
は
公
平
に
平
等
で
あ
る
と
の
心

　
至
難
の
境
地
で
す
が
、
隗（
か
い
）よ
り
始
め
よ

で
す
。新
年
と
い
う
節
目
の
時
、周
り
に
起
き
る
事

象
に
、
こ
の
四
文
字
で
自
省
す
る
こ
と
か
ら
始
め

た
ら
良
い
で
し
ょ
う
。

　
私
も
ま
た
、
新
年
の
私
自
身
へ
自
問
自
答
で

も
あ
り
ま
す
。
皆
様
の
御
多
幸
を
心
よ
り
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

令
和
七
年
元
旦　
清
元
合
掌

明
慈
悲
喜
捨

2月11日（火・祝）

（建国記念日）
 午後1時より開場 午後1時半より

6
5

25
21
15
11
5

51
15

周忌

回忌

回忌

回忌

回忌

回忌

回忌

回忌

回忌

回忌

回忌

令和

令和

平成

平成

平成

平成

平成

昭和

大正

令和
平成

元
31

平成
昭和

元
64

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

1

3

7

13

17

23

27

33

37

50

100

※昼食の用意をしておりますが、数に限りが御座いますので予めご了承下さい。

大乗院寺報 令和7年 1月

令和7年1月号

〒064-0958
札幌市中央区宮の森1263-3
電話（011）641-8904
FAX（011）631-0004
E-mail
yakuou@triton.ocn.ne.jp

新
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号

令
和
七
年

第98号

宮
の
森 

大
乗
院

長寿祝い早見表
数え年 満年齢

【お申込み方法】

三蔵法師直伝の「大般若経」で
平和を願い、厄を払い、
所願成就を御祈祷します

2月11日（火・祝）
午後一時開場 午後一時半より 　孫悟空の「西遊記」で有名な三蔵法師が、十七年の歳月をかけ、インドから中国に持ち帰っ

た六百巻からなる大経典です。その貴重な経文を転読（左右前後に振る事）し、平和な世界、
人々の除災招福を御祈祷致します。またその風にあたると一年間は無病息災になると言われ
ています。大般若の寿風に接してみましょう！

厄年とは運気が下がり災難に遭いやすい年です。大きな節目の年で身
体の変化にも気を付けなければならないと云われ、仏天の御加護を頂
き、厄災が降りかからないように御祈祷します。
厄年早見表を御確認頂き「本厄・前厄・後厄」を御記入下さい。ご家族
以外の方でも、遠方にお住いの方のお申込みも出来ます。

今年、特に願われることを御祈祷致します。同封の申込用紙の御祈祷項目よりお選び頂
き、御記入下さい。併せて皆様には御家族全体の無事を祈る「家内安全」のお札もおす
すめ致します。複数のお申込みも出来ますが、一祈願ごとの御祈祷料がかかります。所願成就 御祈祷料三千円

長寿祝い 御祈祷料五千円 命の営みを神様に感謝し、年を重ねる喜びや家族や友人を大切に思う心を確認し
合う節目の儀礼です。

ご志納頂いた皆様の御名前を本堂に掲示し、
読上げの先祖供養をお勤め致します。個人の一年間の幸福と無事を祈り、災いから身心を守る御守りです。

星まつり 御祈祷料千円

厄 払 い 御祈祷料五千円

御志納供養 祝い年

令和7年

「厄年」
早見表

※年齢は数え年、今年誕生日の
　年齢プラス一歳です

同封のお申込書に御祈祷項目（厄払い、所願成就、星まつり、ご志納）を御記入のうえ、ご供養料と一緒にお詣りに伺った時にお渡し下さい
ご記入いただいた申込書を同封の返信用封筒（切手不要）にてご返送いただき、ご祈祷料は振込用紙（郵便局）にて御納付下さい。
☆当日ご参詣できなかった方には、後日おふだを御郵送致します。

大般若祈祷会のご案内大般若祈祷会のご案内

ご郵送の場合

前厄 後厄
男性・女性

男性

女性

女性

男性

女性

幼児

61
42
37
33
25
19
4

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

41
60
2
6
14
20
5

昭

昭

平

平

平

平

令

年生

年生

年生

年生

年生

年生

年生

昭

昭

昭

平

平

平

令

39
58
63
4
12
18
3

年生

年生

年生

年生

年生

年生

年生

本厄
昭

昭

平

平

平

令

40
59

5
13
19
4

年生

年生

年生

年生

年生

年生

年生

新春福引大会は、今年も開催を見送りさせていただき、来年は、
皆様にお楽しみいただけるよう準備を進めて参ります。

　

1956年（昭和31年）

1949年（昭和24年）

1946年（昭和21年）

1938年（昭和13年）

1936年（昭和11年）

1927年（昭和2年）

1926年（大正15年・昭和元年）

1918年（大正7年）

1915年（大正4年）

1965年（昭和40年）　　　　　　　　

1905年（明治38年）

 

1955年（昭和30年）

1948年（昭和23年）

1945年（昭和20年）

1937年（昭和12年）

1935年（昭和10年）

1926年（大正15年・昭和元年）

1925年（大正14年）

1917年（大正6年）

1914年（大正3年）

還　暦

古　希

喜　寿

傘　寿

米　寿

卒　寿

白　寿

百　寿

茶　寿

皇　寿

大還暦

60歳

70歳

77歳

80歳

88歳

90歳

99歳

100歳

108歳

111歳

120歳

※還暦は数え年でお祝い

昭
平
64
元

以前よりご案内しておりました、護持会費引き落とし
月ですが令和７年度より【８月】から【１月】に変更とな
ります。

年に４回寺報（新年号・春号・お盆号・秋号）を送
付しておりましたが、昨今の環境意識の高まり、なら
びに郵送料金の値上げに伴い、令和７年度から道し
るべの送付は新年号とお盆号の２回とさせていただ
きます。ただし、道しるべは通常通り作成致しますの
で、今後の詳しいご確認等は当寺ホームページにて
ご確認頂けますようお願い申し上げます。

◆護持会費引き落とし月の変更について

大乗院ホームページ
右のQRコードから読み込むか
検索エンジン（ヤフーやグーグル）
より【札幌 薬王寺】と検索して
頂くと表示されます。

◆道しるべ（寺報）送付回数変更について

大乗院からの
大切なお知らせ

大乗院では令和７年度から変更とお願いが
御座いますので改めてご案内申し上げます。

●お焚き上げ供養●お焚き上げ供養●お焚き上げ供養●お焚き上げ供養 午前11時00分より午前11時00分より午前11時00分より午前11時00分より

●中食●中食●中食●中食 午前11時30分より午前11時30分より午前11時30分より午前11時30分より

銭函龍眼寺 三浦崇春 老師銭函龍眼寺 三浦崇春 老師御法話
午後12時00分より



お
寺
の
で
き
ご
と

　
こ
の
度
、当
山
田
中
清
元
住
職
が
曹
洞
宗
総
持
寺
系
宗
議
会
議
員
副
幹

事
長
と
し
て
大
本
山
総
持
寺
太
祖
瑩
山
禅
師
七
百
回
大
遠
忌
御
正
當
の
焼

香
師
大
導
師
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　
焼
香
師
と
は
全
国
か
ら
の
代
表
が
大
本
山
の
禅
師
様
に
代
わ
って
導
師
を

務
め
る
役
職
で
あ
り
、五
十
年
に一度
の
尊
い
ご
縁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

御
征
忌
慶
讃
法
要
の
御
焼
香
師
大
円
成
出
来
ま
し
た
こ
と
心
か
ら
感
謝
至

極
に
思
い
ま
す
。

　
『
修
正
會
（
し
ゅ
し
ょ
う
え
）』
新
し
い
年
の
始
ま
り
に
あ
た
り

最
初
に
営
ま
れ
る
法
要
で
す
。新
し
い一年
間
の
世
界
平
和
や
檀

信
徒
皆
様
の
厄
災
消
除
・
仏
法
の
興
隆
を
祈
り
ま
す
。

　
世
界
最
大
級
の
大
鏧
を一緒
に
突
き
な
が
ら
、皆
様
の
ご
多
幸

を
お
祈
り
し
ま
す
。是
非
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
12
月
31
日 

　

除
夜
法
要
・
修
正
會
の
ご
案
内

　

お
釈
迦
様
か
ら
代
々
の
祖
師
方
に
よ
っ
て
正
し
く
伝
え
ら
れ
た
仏
法
が

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た「
大
い
な
る
足
音
」を
再
確
認
し
、現
代
に
生
き

る
仏
道
の
大
切
さ
を
改
め
て
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
道
元
禅
師
様・瑩
山
禅
師
様
を
通
さ
れ
た
お
釈
迦
様
の
み
お
し
え
は
、こ
れ

か
ら
も
永
遠
に
光
り
輝
く
こ
と
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

 

２
０
１
０
年
に

南
ア
メ
リ
カ
特
派

布
教
師
と
し
て

南
米
各
地
を
巡

回
し
た
薬
王
寺

住
職
田
中
清
元

師
が
、同
市
を
訪

れ
、日
系
開
拓
先

没
者
法
要
を
修

行
さ
れ
た
こ
と
に

始
ま
り
、以
来
、

毎
年
同
地
を
訪

問
。日
系
移
民
開

拓
者
の
供
養
を
行
い
、現
地
の
日
系
社
会
と
の
絆
を

育
ま
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、寺
院
建
立
の
機
運
が
高

ま
り
、住
職
が
中
心
と
な
り
日
本
の
各
寺
院
や
パ
ラ

グ
ア
イ
の
多
く
の
方
々
か
ら
の
浄
財
に
よ
り
２
０
１

３
年
に
地
鎮
祭
、２
０
１
４
年
に
上
棟
式
が
行
わ
れ

寺
銘「
拓
恩
寺
」に
は
同
地
に
開
拓
移
民
さ
れ
た

方
へ々
の
慈
し
み
、報
恩
感
謝
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。パ
ラ
グ
ア
イ
に
お
け
る
日
本
人
移
住
者
は

約
７
０
０
０
人
で
あ
り
、同
国
に
建
立
さ
れ
た
拓
恩

寺
は
、こ
の
10
年
間
、日
系
人
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と

し
て
、ま
た
誰
も
が
参
詣
で
き
る
寺
院
と
し
て
発
展

し
て
い
き
て
い
ま
す
。開
創
10
周
年
で
は
、地
域
住
民

や
多
く
の
日
系
移
民
が
集
い
賑
わ
い
ま
し
た
。

東
原
俊
郎  

総
代
長

　
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。本

年
も
ご
住
職
、そ
し
て
皆
様
と
一
緒
に
薬
王
寺

が
心
の
拠
り
所
と
な
る
よ
う
お
手
伝
い
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸

を
心
よ
り
御
祈
願
申
し
上
げ
ま
す
。

遊
佐
敬
二  

護
持
会
長

大
乗
院
薬
王
寺 

住
職  

田
中
清
元

　
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。本
年
も
皆

様
と
と
も
に
私
達
の
お
寺
、薬
王
寺
の
発
展
の

た
め
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。檀
信

徒
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
御
祈
願
申
し

上
げ
ま
す
。

　
新
年
を
迎
え
、謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
檀
信
徒
の
皆
様
の
ご
繁
栄
と

ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。東
原
俊
郎
総
代
長
、遊
佐
敬
二 

護
持
会
長
、檀
信
徒
の
皆
さ

ま
の
有
縁
の
厚
い
お
志
の
お
陰
で
お
寺
が
安
心
の
拠
り
所
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。住
職
と
し
て
責
任

の
重
さ
を
感
じ
、身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。皆
様
方
に
は
、本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
法
愛

を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

10
月
11
日

曹
洞
宗
大
本
山
総
持
寺 

太
祖 

瑩
山
紹
瑾
禅
師

七
百
回
大
遠
忌
御
正
當
大
円
成

南
米
パ
ラ
グ
ア
イ 

大
本
山
總
持
寺
御
直
末
寺  

眞
應
山
拓
恩
禅
寺
開
創
10
周
年

謹
賀
新
年

新
年
の
ご
挨
拶


